
雪

タ
チ

る
。
古
郷
に
も
さ
号
し
た
名
穏
は
あ
る
ま
い
。
ぜ
ら
れ
、
後
叉
利
長
に
高
闘
に
従
ひ
、
千
保
河
謹
畑
一
あ
る
。

タ
ヂ
カ
ゴ
Z

国
経
越
元
様
十
ご
年
の
十
村
醤
一
草
町
に
居
り
、
そ
の
施
後
金
制
仰
に
蹄
り
、
元
利
五
年
一
タ
チ
バ
ナ
備
能
美
郡
板
棒
郷
に
屈
す
る
部
帯
。

上
に
、
河
北
部
今
町
の
際
か
ら
南
千
石
・
今
泉
の
間
一
一
路
二
郎
は
利
常
か
ら
紺
屋
顕
の
命
を
得
た
が
、
醤
時
一
タ
チ
バ
ナ
カ
ン
ザ
イ
橘
観
癒
鵠
は
際
、
事
は

に
出
で
、
松
根
材
城
山
を
遁
り
、
越
中
礎
技
郡
宋
友
一
前
の
屋
敷
が
公
地
と
な
っ
て
ゐ
た
鏡
、
暫
〈
味
噌
誠
一
子
卵
、
有
聞
と
践
し
た
。
観
粛
は
泡
穏
で
も
践
で
も

に
出
る
道
を
田
近
越
と
い
ふ
と
あ
る
。
一
町
の
味
噌
部
屋
に
居
り
、
更
に
材
木
町
に
鶴
じ
た
。
一
あ
る
。
初
め
鳳
至
郡
柳
田
に
生
ま
れ
、
替
を
好
ん
で

タ
ヂ
カ
ハ
チ
マ
ン
ジ
ン
タ
ヤ
回
程
八
幡
締
結
一
こ
の
宗
家
は
後
に
四
郎
兵
衛
と
い
ひ
、
支
家
は
大
随
一
大
坂
に
上
り
曾
谷
泉
川
に
従
ひ
、
蒋
い
で
堺
に
軍
つ

河
北
郡
八
幡
・
ご
日
市
入
曾
の
地
に
銀
座
し
、
回
路
一
町
に
住
し
て
新
五
・
新
助
な
ど
と
い
号
た
。
一
て
越
陶
婦
に
感
び
、
後
更
に
梁
を
細
合
牢
蹄
・
穏
草

八
幡
宮
と
も
書
〈
。
式
内
等
醤
註
記
に
、
『
田
鹿
八
幡
一
タ
チ
コ
ン
ヤ
デ
ン
シ
ヨ
舘
紺
屋
億
書
一
珊
。
一
躍
に
受
け
、
十
一
年
の
.
後
金
擦
に
鴎
っ
て
、
鵠
群
閥

紳
社
。
回
路
八
幡
村
境
銀
座
。
古
代
之
跡
寅
共
俸
来
。
一
加
賀
務
の
御
用
染
物
師
館
紺
屋
に
、
前
田
利
家
・
利
一
を
聞
き
子
弟
に
教
授
し
た
o
天
保
十
一
年
六
刃
サ
九

醤
枇
也
。
』
叉
浅
加
久
敏
の
道
程
記
に
は
、
『
ご
目
前
一
長
・
利
常
三
世
か
ら
奥
へ
た
鶴
札
十
一
泡
を
集
め
、
一
日
夜
、
年
七
十
六
。

村
。
村
の
端
に
小
橋
あ
り
。
右
の
山
際
に
八
幡
宮
あ
一
末
に
そ
の
家
の
陶
緒
曹
を
附
し
た
も
の
で
あ
る
。
文
一
タ
チ
バ
ナ
カ
ン
サ
イ
極
観
蔚
初
名
限
也
。
初

り
。
故
あ
る
宮
な
り
。
』
と
あ
る
。
包
し
近
世
按
自
加
一
審
の
原
本
は
支
族
館
紺
屋
新
況
に
俸
は
っ
て
、
宗
家
一
代
橘
翻
欝
の
妥
の
紛
で
、
養
子
に
な
っ
た
も
の
で
あ

漏
耐
祉
を
合
砲
し
、
世
蛾
も
亦
波
自
加
捕
を
穂
す
る
一
四
郎
兵
衛
で
は
そ
の
潟
の
み
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
一
る
。
町
偶
者
と
な
っ
て
轡
遣
を
教
授
し
、
寺
子
屋
中

こ

と

に

な

っ

て

ゐ

る

。

一

タ

チ

ダ

イ

太

刀

代

J
パ
ダ
イ
路
代
。
一
の
牛
耳
を
執
っ
た
。
明
治
以
降
小
感
激
育
に
従
ひ
、

タ
チ
ガ
ハ
マ
舘
ヶ
演

4
タ
グ
ル
ハ
マ
田
鶴
一
タ
チ
ッ
ク
リ
ノ
キ
太
刀
作
之
記
一
加
。
前
回
二
一
一
十
二
年
七
十
三
践
を
以
て
夜
L
た。

積

。

一

綱

紀

が

滞

毘

伊

勢

貞

鹿

等

に

太

万

作

の

事

を

持

ね

た

一

タ

チ

バ

ナ

グ

チ

描

ロ

北

陸

七

闘

志

長

事

ご

年

タ
チ
カ
ハ
ロ
タ
Z

号
ン
立
川
穴
右
衛
門
突
は
一
に
よ
っ
て
智
上
げ
た
も
の
。
奥
替
に
『
右
古
御
太
万
一
の
僚
に
、
朝
食
貞
焼
の
臣
踊
江
申
務
丞
農
用
は
、
富

浦
野
田
氏
右
衛
門
。
初
め
て
前
回
利
常
に
仕
へ
て
百
五
一
作
之
次
第
、
家
健
之
宮
中
抑
制
一
献
之
候
以
上
。
元
隊
十
一
樫
政
親
に
加
勢
の
録
一
千
億
騎
-P・
引
事
し
て
江
沼
郡

十
石
を
領
し
、
主
命
に
依
っ
て
氏
を
殴
め
た
。
貧
永
一
六
年
七
周
六
日
伊
勢
右
京
貞
鹿
判
伊
勢
段
物
貞
意
一
に
馳
着
い
た
が
、
高
尾
城
の
陥
務
を
聞
い
て
鴎
ら
う

四

年

夜

。

子

原

相

織

い

で

滞

に

仕

へ

る

。

一

利

』

と

あ

る

。

一

と

L
た
時
、
一
授
ど
も
諜
ひ
付
い
て
橘
ロ
に
栢
職
う

タ
チ
ヨ
ン
ヤ
館
紺
屋
金
揮
で
染
色
を
幾
と
す
一
タ
チ
ナ
カ
ノ
ヤ
カ
タ
館
中
の
舘
羽
咋
郡
柴
垣
一
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
居
る
o
橘
ロ
は
江
沼
郡
橘
附
近

る
者
の
中
、
最
も
早
く
そ
の
名
を
知
ら
れ
た
も
の
に
一
に
在
る
。
芝
原
勝
監
一
名
館
申
勝
監
の
館
遜
で
あ
る
一
の
北
陸
道
線
を
い
ふ
の
で
あ
る
。

館
紺
屋
が
あ
る
。
館
紺
屋
の
組
高
桑
備
後
は
、
戟
闘
一
と
い
ふ
o
J
Y
パ
ハ
ラ
ジ
ヨ
ウ
芝
原
城
。
一
タ
チ
バ
ナ
ヨ
ウ
ユ
ウ
極
香
融
金
課
長
宗
東
涯

の
時
一
向
一
授
の
魁
と
し
て
石
川
郡
削
出
に
暦
た
一
タ
チ
ノ
ヤ
タ
シ
館
の
襲
師
珠
洲
郡
正
院
の
館
一
般
策
寺
の
備
。
霊
懇
院
大
含
に
慰
ん
で
寮
司
に
諮
み
、

が
、
実
正
八
年
佐
久
間
盛
政
の
尾
山
城
に
銀
す
る
に
一
民
邸
内
に
在
る
石
像
を
館
の
薬
師
と
講
ず
る
。
一
明
治
十
九
年
八
周
十
七
日
寂
。
法
諮

E
定
院
。

及
び
聾
息
を
潜
め
、
備
後
の
子
五
郎
は
河
北
郡
森
下
一
タ
チ
バ
ナ
福
江
沼
郡
西
J

庄
に
麗
す
る
部
務
o
一
タ
チ
バ
ナ
シ
マ
ホ
福
島
保
建
武
三
年
二
周
の

に
移
っ
て
染
色
に
従
事
し
た
。
世
に
館
紺
屋
と
も
森
一
廻
岡
雑
記
に
、
『
加
賀
闘
に
い
た
り
だ
ち
ば
な
と
い
へ
一
壬
生
家
衣
替
に
加
賀
橘
島
保
の
名
が
見
え
て
、
宇
一
殿

下
紺
屋
と
も
言
は
れ
た
も
の
是
で
あ
る
。
五
郎
の
子
一
る
腕
に
宿
を
か
り
侍
り
て
、
放
立
も
さ
っ
き
の
後
の
一
寮
領
で
あ
っ
た
。
後
慨
江
沼
郡
西
庄
に
も
能
奨
都
板

孫
十
郎
の
時
、
慶
長
三
年
利
家
か
ら
向
後
染
物
を
森
一
身
な
り
け
り
我
に
宿
か
せ
橘
の
里
』
と
見
え
、
名
所
一
日
開
郷
に
も
橋
村
が
あ
っ
て
、
そ
の
何
れ
か
ど
関
係
の

下
紺
屋
孫
十
郎
一
人
に
命
ず
る
と
の
書
を
受
け
た
。
一
方
角
抄
に
濯
の
捕
か
ら
東
の
方
に
た
ち
花
と
い
ふ
宿
一
あ
る
も
の
で
な
か
ら
う
か
と
思
は
れ
る
が
、
明
ら
か

こ
の
頃
森
下
を
出
て
金
棒
紺
屋
坂
の
附
廷
に
居
た
一
が
あ
る
と
記
す
る
も
是
で
あ
る
。
近
世
瞬
馬
を
置
い
一
で
な
い
。

が
、
次
い
で
慶
長
五
年
に
は
利
長
か
ら
潔
ご
郎
ハ
こ
一
た
所
で
、
江
沼
志
稿
に
慶
長
一
一
十
年
三
周
五
日
・
寛
一
タ
チ
バ
ナ
シ
ン
揖
新
能
美
郡
板
棒
郷
同
臨
す

こ
に
は
孫
二
郎
と
あ
る
〉
に
紺
屋
頭
た
る
こ
と
を
命
一
永
十
六
年
二
周
二
十
日
の
人
足
停
馬
定
書
が
載
せ
て
一
る
邸
務
。

且
句戸。
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五
タ
チ
バ
ナ
タ
イ
ホ
備
大
甫
金
揮
の
俳
λ
。
遜

穣
甫
次
郎
。
所
居
を
観
用
庵
と
い
う
た
。
初
め
町
曾

所
に
出
仕
し
た
が
、
後
に
明
を
失
ひ
、
家
に
在
っ
て

諸
岡
風
客
の
来
杖
す
る
者
を
引
き
、
そ
れ
と
交
を
締

し
た
。
安
政
六
年
六
周
三
十
日
七
十
四
践
を
以
て

夜
。
二
子
あ
っ
て
、
児
を
甫
部
品
と
い
ひ
、
弟
を
島
林

甫
立
と
い
う
た
。

タ
チ
バ
ナ
パ
ン
シ
ヨ
橘
番
所
江
沼
郡
橘
の
最

も
越
前
に
近
い
地
に
設
け
ら
れ
て
ゐ
た
。
各
地
よ
り

加
賀
務
に
用
向
を
帯
び
て
来
る
使
者
等
は
、
必
ず
こ

こ
で
役
向
・
姓
名
等
や
・
述
べ
た
後
で
な
け
れ
ば
遁
行

を
許
さ
れ
な
か
っ
た
。
故
に
之
を
橘
村
御
使
者
改
番

腕
と
も
嬬
へ
た
。

タ
チ
バ
ナ
ホ
ク
シ
立
花
北
枝
金
揮
の
俳
人
。

遺
稿
研
屋
源
問
郎
叉
は
三
郎
兵
衛
。
も
と
能
美
郡
小

松
の
産
で
、
腐
万
を
梁
と
し
た
。
所
属
を
臨
時
夫
軒
と

も
越
翠
援
と
も
烏
翠
援
と
も
い
ひ
、
一
越
廓
叉
は
越
北

技
と
も
践
す
る
。
践
の
名
残
・
山
中
問
答
・
北
校
考
・

蕉
門
誹
談
随
聞
記
・
附
方
八
方
自
他
停
等
の
著
が
あ

り
、
叉
句
径
と
共
に
卯
援
集
を
編
み
、
夜
後
の
句
集

に
は
北
技
縫
句
集
が
あ
る
。
事
保
三
年
五
周
十
二
日

夜
し
、
心
諮
祉
に
葬
る
。
法
誌
は
同
寺
の
過
去
帳
に

廓
越
柏
枝
爵
士
と
あ
る
が
、
越
廓
北
校
居
士
の
誤
記

で
あ
ら
う
と
思
は
れ
る
。
枯
枝
の
姓
は
立
花
氏
で
あ

る
が
、
加
賀
染
に
は
土
井
と
あ
る
か
ら
、
さ
号
し
た

こ
と
も
あ
っ
た
の
で
あ
ら
う
。

タ
チ
バ
ナ
ポ
タ

F
ウ
立
花
牧
童
金
調
停
の
俳
人
。

遺
構
研
屋
富
三
郎
、
一
に
彦
三
郎
に
作
る
0

・X
花
民
。

加
賀
染
に
立
花
松
葉
と
あ
る
の
は
前
名
ら
し
い
。
北

枝
の
兄
で
万
創
研
磨
を
柴
と
し
た
。
そ
の
俳
諮
は
初

め
植
林
か
ら
出
で
、
後
に
芭
燕
に
隠
し
た
。
所
属
は

帯
藤
軒
叉
は
閥
辛
亭
。
某
年

E
用
十
九
日
現
し
た
。

嘗
て
支
考
と
共
に
草
苅
筒
の
箸
が
あ
る
。

-
九


